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申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。また、各種
教室のお申し込みは申し込み当日の１２時から電話（７２－６０５３）と生涯学習課窓口・子ども未来創造館窓
口でも受け付けますので、お気軽にお尋ねください。
　　　　　　※教室申込みの際、友人の分の申込み等は出来ませんので、ご了承下さい。

ワイワイくらぶ
つどいの広場

つみきパーク ベビー豆まき�つどいの広場

豆まき大会

funfunくらぶ

つどいの広場 こどみらキッズ funfunくらぶ

ふれあい教室B
つどいの広場

親子ふれあい教室Ｂ
（こどみら・ホール）
つどいの広場

つどいの広場
ふれあい教室Ａ
（勝山ふれあいドーム）

問い合わせ先　℡72-6053
富士河口湖町船津1754

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時

土・日曜日　午前9時～午後5時
※未就学児は必ず保護者と一緒に活動してください。
※行き帰りの交通には充分注意し、お迎えの有無等
　家庭で確認してください。
※この時期は暗くなるのが早くなります。5時まで
　には帰宅しましょう。

　　公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の電話を

使用することが出来ます。気軽に声をかけて下さい。

☆

☆
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日本の伝統行事『豆まき』。鬼は豆が怖いんだっ
て。お家の中や心の中に住んでいる悪～い鬼を、
豆をまいて追い払おう！！
元気に大きくなれるように、こどみらの豆まきで
厄払いをしませんか？！

日　時１/２８（木）　午前１０時３０分～

ベビーちゃんのまめまきベビーちゃんのまめまきベビーちゃんのまめまき
福が来ま

すように
♪

福が来ま
すように

♪

★★

★★

つどいの広場では、○子育て相談・○栄養相談を行っています。日常のふとした疑問を
解消するのにお役立て下さい。

子 栄

栄○

栄○

今年も楽しい教室やイベントをた
くさん計画しています！！お友達
やお家の方と一緒に、いっぱい遊び
に来て下さいね♪

次回２月の将棋教室は……
２月７日（日）　２時～　です☆
忘れずに来て下さいね。
２/７に、こどみら将棋大会（３月実施予定）の
詳細をお伝えします。

将棋教室参加の皆さんへ将棋教室参加の皆さんへ将棋教室参加の皆さんへ

ひにち１月２４日（日）

なし

じかん

ていいん もちもの

さんかひ もうしこみ

午前１０時～

富士河口湖高校同窓会の方から頂いた、
４０００個のつみきで力作を作ろう！！

つみきパークつみきパークつみきパーク

｝

日　時１／３１（日）　午後２時～

幼児（親子参加）・小学生対　象

持ち物 定　員参加費 なし

こどみら豆まき大会こどみら豆まき大会こどみら豆まき大会
２月３日は「節分の日」。前の年の悪いことを

おはらいし、また１年ケガなく楽しく過ごせる

よう豆をまいて福を呼び込もう♪みんなこど

みらに集まれ～！！豆まきの後はけん玉・こま・

おはじき・割り箸てっぽうなど、昔の遊び空間

にタイムスリップ☆思い切り楽しみましょう！！

鬼は外
！福は

内！

鬼は外
！福は

内！

マムベビー２/２５（木） ベビー ２/１２（金）

キッズ ２/４ （木）

♪合同豆まき♪ １/２８（木）

時　間 午前１０時３０分～11時

定　員 なし申込み

持ち物 出席カード(参加初回に配ります)

参加費

定　員 なし申込み 参加費

0歳(歩き始まるまで)・妊婦さんを対象にしたこど
みらマムベビー１歳を対象にしたこどみらベビ
ー・２・３歳を対象にしたこどみらキッズでキッズ
体操やふれあい遊びを楽しんでみませんか？

こどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズ

※お友達を誘って遊びに来てくださいね♪

折り紙 巡回展のお知らせ折り紙 巡回展のお知らせ折り紙 巡回展のお知らせ
東京都『こどもの城』主催の全国児童館折り

紙作品展に出展された作品が、こどみらにや

ってきます！！みんなで力を合わせて製作した、

子ども未来創造館の作品『富士山と湖と高原

の町』も展示されます♪こどみらの作品も、

他の児童館の作品も、折り紙で作ったとは思

えない力作揃い

ですよ☆

１/１７～１/３０の

間展示されます

ので、お友達や

お家の方と一緒

に是非見に来て

下さいね！！

☆こどみらの冬 ２０１０☆

☆
寒
さに
負けずに元気に遊ぼう☆

こどみらでは、１２月２０日（日）クリスマス

会をしました。出演者・参加者、幼児の部、

小学生の部合わせて約３００人！富士河口

湖町内の乳幼児や小学生が集まり、笑顔

いっぱいのパーティでした♪ビンゴ大会

や、読み聞かせ、富士河口湖高校吹奏楽

部のみなさんの発表などなど、内容も盛

りだくさん☆嬉しいクリスマスプレゼント

もあって、みんな楽しそうに過ごしてくれ

ました！！こどみらでは、毎月様々な企画が

あります。「広報」や「こどみらだより」を

ご覧下さい。 ベビー＆キッズ集まれ！

＜創造館の休館日＞
2月１１日(木)

☆12/20･クリスマス会☆☆12/20･クリスマス会☆

★1/24～2/6のカレンダー★
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★1月29日(金)は
　館内整理日のため休館です。

0555-73-1212　　　　　　 0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

１９日

２０日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

1月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日 9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

ブラウンベア（えいご）  １月１２日（火）

うさぎのおやこ　　　   １月２６日（火）

パパのえほんタイム　　１月 ９日（土）

エトワールの会　　　　１月２３日（土）

問い合わせ／生涯学習館

第39回読書会第39回読書会第39回読書会

日時：１月３０日(土)　午後２時～

場所：生涯学習館　学習室１

課題：「湖水に消える」ロバート･B･パーカー

１冊の本から見える、いろんなキモチ

♪新着図書情報♪♪新着図書情報♪ ♪新着CD情報♪♪新着CD情報♪
◎SOSの猿/伊坂幸太郎 ◎生死刻々/石原慎太郎 ◎ハッピー・リタイアメン

ト/浅田次郎 ◎静人日記/天童荒太 ◎白いひつじ/長野まゆみ ◎いつか

他人になる日/赤川次郎 ◎ガールズ・ストーリー/あさのあつこ ◎アバタ

ー/山田悠介 ◎今がわかる時代がわかる世界地図/正井泰夫 ◎認知症治

療28の満足/河野和彦 ◎体温を上げて病気を治す食べ方・食べ物/石原結

實 ◎得する最新リフォーム実例 ◎ファブリーズはいらない/渡辺雄二 ◎

キャンドルでつくるスイーツ ◎スープで朝ごはん/福田淳子 ◎マシュマロ

ブック/荻田尚子　◎働きママンのための！ママ能力UP術！ ◎ちりめんのお

細工物/弓岡勝美 ◎『坂の上の雲』を読み解く！/土居豊 ◎子どもが喜ぶ!

ハッピーイベントクッキング/葛恵子　◎シャボン玉同盟/梨屋アリエ     

◎竜馬が歩いた幕末地図/木村幸比古 　ほか

◎愛すべき未来へ/EXILE

◎あの…こんなんできましたケド。/遊助

◎PAST＜FUTURE/安室奈美恵

◎夢やぶれて/スーザン・ボイル

◎グレイテスト・ヒッツ/フー・ファイターズ

◎坂の上の雲オリジナルサウンドトラック

◎和ジャズベスト１００

◎Best of サンタナ/サンタナ

　　　　ほか1月中貸し出し開始予定！

心がほっこりあったか～くなる朗読を聞きに
来ませんか？お気軽に足をお運びください。本を読んで感想を語り合う、それだけで違った世界が

見えてきます。ぜひご参加ください！！ 日時：１月３１日(日)　午後２時～

場所：生涯学習館　学習室１

内容：注文の多い料理店／宮沢賢治

　　 花冷え／北原亞以子

日　時:２月７日(日)　午後１時３０分～

場　所:生涯学習館　学習室１

対　象:一般（親子での参加も可）

参加費:５００円

　　　 (ハガキ５０枚分程度の厚さ)

持ち物:はさみ、新聞紙、かなづち、

　　　 はけ又は太めの絵筆、鉛筆、定規

定　員:２０名

申込み:電話またはカウンターにて

　　　　【０５５５-７３-１２１２】

和紙で作る
年賀状製本教室
和紙で作る

年賀状製本教室
和紙で作る

年賀状製本教室

謹賀

新年

あなたのお気に入りの本、CDはランキングに入っていましたか？
今年もたくさんのご利用をお待ちしております♪♪

今年の年賀状やずっととっておきたい大切な
年賀状を1冊のステキな本にしてみませんか？
今年の年賀状やずっととっておきたい大切な
年賀状を1冊のステキな本にしてみませんか？

 １.ダイイング・アイ/東野圭吾

 ２.うちの三姉妹/松本ぷりっつ

 ３.告白/湊かなえ

 ４.悼む人/天童荒太

 ５. ミッケ！/ウォルター・ウィック

 ６. １００万回生きたねこ/佐野洋子

 ７. ぼくがラーメンたべてるとき

　　　　　　　　　　/長谷川義史

 ８. ねないこだれだ/せなけいこ

 ９. 三びきのやぎのがらがらどん

１０. おしいれのぼうけん/古田足日

 １. スタジオジブリの歌

 ２. あっ、ども。おひさしぶりです。

　　　　　　　　　　　/GReeeeN

 ３. Path of Independence/平原綾香

 ４. A COMPLETE/浜崎あゆみ

 ５. Around４０ ～アラフォー～

 ６. EXILE BALLAD BEST/EXILE

 ７. BEST FICTION/安室奈美恵

 ８. しあわせになれるうた

 ９. Umbrella/清水翔太

１０. One/嵐

ＣＤ部門図書部
門

生涯学習館ブック・オブ・ザ・イヤー２００９生涯学習館ブック・オブ・ザ・イヤー２００９生涯学習館ブック・オブ・ザ・イヤー２００９

小さな冬の朗読会第１２回
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女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信

〈エッセイ募集〉

～戦中・戦後の記憶をたどって～
〈エッセイ募集〉

～戦中・戦後の記憶をたどって～

年
頭
に
あ
た
っ
て

戦
中
戦
後
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て

九
十
一
歳
、
元
気
で
働
い
て
い
ま
す
。

西
湖
　
　
渡
辺
ミ
サ
エ

九
十
一
歳
の
母
に
感
謝

西
湖
　
　
渡
辺
　
博

(
渡
辺
ミ
サ
エ
さ
ん
二
男)

松本市開智学校へ研修センター実行委員

　
セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
で
は
、
昨
年
秋
か
ら
ご
高
齢

の
方
々
へ
「
戦
中
・
戦
後
の
語
り
べ
」
と
し
て
、
エ
ッ
セ

イ
を
書
い
て
下
さ
る
よ
う
募
集
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
年
末
に
お
寄
せ
下
さ
っ
た
作
品
を
順
次
発

表
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
今
後
も
引
き
続
い
て
募

集
い
た
し
ま
す
の
で
振
る
っ
て
お
寄
せ
下
さ
い
。

　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
は
大
正
七
年
三
月
三
日
西
湖
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

私
達
の
時
代
は
大
半
の
人
が
尋
常
小
学
校
を
卒
業
す

る
と
、働
き
に
出
ま
し
た
。私
も
東
京
に
働
き
に
出
て
、

大
き
な
お
屋
敷
の
家
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
の
若
い
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

当
時
は
、
親
が
結
婚
相
手
を
決
め
、
そ
れ
に
子
ど
も
は

従
う
の
が
当
た
り
前
の
時
代
で
し
た
。
最
近
は
結
婚

す
る
年
齢
も
私
達
の
若
い
頃
よ
り
も
、
遅
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
私
は
十
九
歳
で

結
婚
、
夫
は
二
十
歳
で
し
た
。

　
長
女
が
生
ま
れ
た
後
、
夫
は
陸
軍
の
近
衛
師
団
に

入
隊
し
ま
し
た
。
長
男
が
昭
和
十
六
年
に
生
ま
れ
る

時
は
中
国
に
お
り
、
真
珠
湾
攻
撃
と
同
時
に
ベ
ト
ナ

ム
へ
侵
攻
、
イ
ギ
リ
ス
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
全
面
降

伏
し
た
後
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
進
駐
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
結
婚
し
て
か
ら
す
ぐ
に
戦
争
が
始
ま
り
、
昭

和
二
十
二
年
に
帰
っ
て
来
る
ま
で
七
年
間
、
夫
と
会

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
思
え
ば
戦
争
と
は
過
酷
な
も
の
で
す
。
兵
隊
に

行
っ
て
死
ん
だ
人
、残
さ
れ
た
家
族
の
苦
労
、食
料
難
、

皆
が
苦
労
を
し
ま
し
た
。

　
夫
が
戦
争
か
ら
帰
っ
て
来
て
か
ら
の
事
業
は
う
ま

く
い
か
ず
、
当
時
は
こ
の
近
く
に
は
、
思
う
よ
う
な
仕

事
も
無
か
っ
た
た
め
、
四
十
歳
の
時
に
東
京
へ
働
き

に
出
て
私
も
内
職
や
パ
ー
ト
で
七
十
歳
ま
で
働
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
私
の
二
男
が
西
湖
畔
で
飲
食
店
を
始
め

て
い
た
の
で
手
伝
う
こ
と
に
し
、
早
い
も
の
で
手
伝

い
始
め
て
か
ら
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
ず
っ
と
働
い

て
い
た
せ
い
か
、
大
病
も
せ
ず
、
未
だ
に
健
康
で
す
。

い
つ
死
ん
で
も
悔
い
は
な
い
歳
で
す
が
、
体
が
動
く

限
り
働
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
の
母
は
九
十
一
歳
で
す
が
、
今
も
元
気
で
す
。

七
十
歳
か
ら
二
十
年
間
私
の
店
で
働
い
て
く
れ
て
い

ま
す
が
、
草
取
り
・
料
理
・
掃
除
、
な
ん
で
も
テ
キ
パ
キ

と
片
付
け
積
極
的
で
す
。
そ
ん
な
に
働
く
必
要
も
な

い
の
に
家
族
の
為
に
懸
命
に
働
く
姿
を
見
て
い
る
と
、

申
し
訳
な
さ
と
同
時
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

戦
時
中
は
、
二
人
の
子
供
を
抱
え
、
七
年
間
も
夫
の
留

守
を
守
り
、
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
苦
労
は
ど
ん

な
に
大
変
で
あ
っ
た
だ
ろ
と
思
い
ま
す
が
、
母
は
い

つ
も
明
る
く
愚
痴
も
言
わ
ず
に
働
い
て
来
ま
し
た
。

九
十
一
歳
に
な
っ
た
今
も
、
毎
日
新
聞
を
読
み
、
短
歌

を
作
り
、
日
記
も
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
几
帳

面
で
働
き
者
の
母
に
、
家
族
は
精
い
っ
ぱ
い
優
し
く

接
し
、
健
康
を
気
遺
っ
て
や
り
た
い
と
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　
不
況
の
嵐
が
吹
き
す
さ
ぶ
中
で
迎
え
た
二
〇
一
〇

年
、
政
治
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、
暮
ら
し
は
ど
う
な

っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。不
安
と
期
待
と
が
交
錯
す

る
新
春
で
す
。し
か
し
如
何
に
厳
し
い
社
会
に
あ
っ
て

も
平
和
の
世
に

生
き
る
幸
せ
を

噛
み
し
め
、
本

年
も「
互
助
・
共
生
」

の
合
言
葉
で
頑

張
っ
て
い
こ
う

と
新
た
な
企
画

に
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
ご

指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
実
行
委
員
一
同

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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１９

ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

河口湖フィールドセンター周辺の自然 －野鳥と氷筍－

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………

○河口湖フィールドセンターで毎年年末に製作しているススキのフクロウ付きの破魔矢づくりが、山梨放送・UTY・山梨日日新

　聞で紹介されました。

○１２月２４日にNHK甲府のスタッフが、船津胎内樹型と無戸室浅間神社を撮影に来ました。３月上旬にBS-hiの「新日本風土記

　富士山大百科（仮）」という番組で全国放映される予定です。

○２月２６日（金）に「自然に活かされる企業の未来～富士山生物多様性研究イニシアティブの提案～」というタイトルの国際シ

　ンポジウムが、アースウォッチジャパン主催で東京の経団連会館で開催されます。

　河口湖フィールドセンター周辺は、図のように剣丸尾溶岩流上の赤松自然林に囲まれています。特に、無戸室浅間（船津胎

内）神社は、船津胎内樹型とともに江戸時代から富士講の人たちを中心としたたくさんの人たちが、ここで体を清めてから

富士山に登ったといわれています。

　１８５８年頃に歌川貞秀によって描かれた「富士山体内巡之図」という錦

絵には、膝（ひざ）にワラジをつけて這（は）って入洞している当時の様子

が描かれています。このように信仰の対象として大事にされてきた場所

なので、周辺にも豊かな自然が残されています。

　この河口湖フィールドセンター周辺にある剣丸尾溶岩流上の赤松自然

林の価値を、富士山全体の視点から評価しようと、今年４月から都留文科

大学の北垣憲仁先生に小型哺乳類を、同大学の西教生氏に鳥類を調査

していただいています。毎月２回の鳥類の調査は、この自然林と西にあ

るカラマツや赤松などの人工林を含めた一周１ｋｍほどのコースで行わ

れています。

　その結果、４～１２月の９ヶ月で７０種近い鳥が確認されました。写真のメジロ（目のまわりが白いので目白と名がついた：体

の色がウグイス色をしているのでウグイスとよく間違えられる）などの１年中み

られる留鳥を始め、夏にはオオルリやキビタキなどの夏鳥が、１２月からはアトリ

やシロハラなどの冬鳥や、夏を亜高山帯などで過ごしたと考えられるルリビタキ

やゴジュウカラなども見られ始め、これらが、種数が多くなった要因となっている

ようです。同時に、赤松自然林と人工林が隣接していて、良くバランスが保たれ

ていること、その中間にビオトープの池があること（水場として鳥や哺乳類に大

切）が、これだけ多くの鳥たちが住める大きな要因と考えられます。これから３月

まで、どこまで種数が増えるか楽しみです。

　一方、冬の訪れとともに、毎年溶岩樹型の中にできる氷筍（ヒョウジュン）の成

長をみるのも楽しみの一つです。今年は雪がなかなか降らず、１２月１１日に２ｃｍ

ほど積もった雪もその日の午後には消えてしまったので、いつから氷筍がみられ

るかと思っていましたが、１９日に数ｃｍの氷筍を古屋課長が確認しました。そこ

で、２０・２２日と写真撮影をしましたら、なんと３日目の２２日には、最も長いものが

約３０ｃｍにまでなっていて、数も増えていました（写真）。雪が積もっていなくて

も氷筍ができること、最低気温がマイナスの日が続くと氷筍が成長することがわ

かりました。昨年から、溶岩樹型内や地中・地上・樹上などの１３地点で温度の連

続測定を行っていますが、３月まで観測を続けることで、溶岩樹型内の温度変化

と氷筍の成長の関係が明らかになると期待されます。

剣丸尾

溶岩流上自然林
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２０

放
送
大
学
　
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
か
ら
お
知
ら
せ

県
中
央
高
校
通
信
制
　
生
徒
募
集

Ｓ
Ｋ
Ｙ
広
域
圏
域
内
の
観
光
周
遊
に

　
　
　
　
　
優
待
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

富
士
五
湖
広
域

　
　
行
政
事
務
組
合
消
防
職
員
募
集
！

■
採
用
職
種
及
び
予
定
人
員
　
消
防
吏
員
１
名

■
受
験
資
格
　

①
大
学
卒
：
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月

　
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

②
平
成
22
年
３
月
前
記
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者

■
身
体
要
件

○
身
長
　
１
・
６
メ
ー
ト
ル
以
上

○
胸
囲
　
慎
重
の
２
分
の
１
以
上

○
体
重
　
52
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

○
体
質
　
健
全
で
四
肢
に
支
障
の
な
い
者

　
（
呼
吸
器
・
心
臓
疾
患
・
腹
部
内
臓
器
に
疾
病
の
な
い
者
）

○
視
力
、
弁
色
力
及
び
聴
力
が
完
全
で
あ
る
者

○
言
語
明
瞭
で
発
声
充
分
で
あ
る
者

■
住
所
要
件
　
採
用
時
に
お
い
て
構
成
市
町
村
に
住
所

　
を
有
し
、
そ
の
後
も
当
該
地
域
に
継
続
し
て
居
住
す
る

　
も
の
。

※
そ
の
他
欠
格
事
項
あ
り
。
詳
細
は
消
防
本
部
へ
問
合
せ

て
下
さ
い
。

■
受
験
手
続

　
採
用
試
験
申
込
書
に
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
消
防
職
受
験
」
と
朱
書

　
き
し
書
留
郵
便
に
し
、「
受
験
票
」に
は
宛
先
を
明
記
し
、

　
50
円
切
手
を
貼
っ
て
下
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
２
月
１
（
月
）
～
８
日
（
月
）
ま
で

　
（
土
曜
、
日
曜
日
は
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

　
　
郵
送
の
場
合
、
２
月
８
日
消
印
あ
る
も
の
有
効

■
試
験
　
２
月
15
日
（
月
）
富
士
五
湖
行
政
事
務
組
合

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
五
湖
行
政
事
務
組
合

　
　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
１
８
９
６
番
地

　
　
　
富
士
五
湖
消
防
本
部
管
理
課
　
℡
22
‐
４
４
２
８

　

(

Ｓ)

静
岡
県
東
部
、(

Ｋ)

神
奈
川
県
西
部
、

(

Ｙ)

山
梨
県
東
部
地
域
の
３
県
に
ま
た
が

る
『
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
市
町
村
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
』
加
盟
38
市
町
村
エ
リ
ア

の
観
光
施
設
（
25
市
町
村
の
全
65
施
設
）
の

優
待
利
用
が
平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏
づ
く
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
3
p
r
e
f
-
s
k
y
.
c
o
m
/

）
か
ら
優
待
券
を
プ
リ

ン
ト
し
て
、
入
場
券
売
り
場
な
ど
の
窓
口
に
お
持
ち
い
た

だ
き
ま
す
と
、
各
施
設
の
入
場
割
引
な
ど
の
優
待
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
施
設
や
優
待
内
容
な
ど
の
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
優
待
施
設
に
は
、
Ｓ
Ｋ
Ｙ
広
域
圏
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
ス
テ

ッ
カ
ー
が
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
放
送
大
学
で
は
平
成
22
年
度
第
1
学
期
（
4
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
出
願
期
間
　
平
成
22
年
2
月
28
日
ま
で
。

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

　
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送

　
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
請
求
・
問
合
先
　
℡
０
５
５-

２
５
１-
２
２
３
８

　
通
信
制
は
、
主
に
自
宅
学
習
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
作
成
と

ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得

ら
れ
る
課
程
で
す
。
毎
日
登
校
す
る
全
日
制
と
は
学
習
形

態
が
違
い
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
特
定
の
科
目
を

選
び
、
学
習
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
科
　
普
通
科
、
衛
生
看
護
科

■
出
願
資
格
　

○
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
お
よ
び
平
成
22
年
３
月
卒
業

　
見
込
み
の
者
、
ま
た
は
、
高
等
学
校
を
退
学
し
た
が
再

　
入
学
を
希
望
す
る
者

○
県
内
在
住
者
に
限
る
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
募
集
期
間
　
３
月
11
日
か
ら
３
月
31
日

■
費
用
　
入
学
料
　
5
0
0
円
　

　
　
　
　
授
業
料
　
１
単
位
３
１
０
円
／
年

　
　
　
　
生
徒
会
費
・
諸
経
費
　
約
２
万
円
（
３
年
）

　
　
　
　
教
科
書
・
教
材
費
　
約
４
・
５
万
円
（
３
年
）

※
授
業
料
・
教
科
書
代
は
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
就
職
者
に
は
教
科
書
等
の
給
与
費
補
助
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

●
問
合
先
　
山
梨
県
中
央
高
等
学
校
　
通
信
制

　
　
　
　
　
　
甲
府
市
飯
田
５
‐ 

６
‐
23
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
6-

4
4
1
1

　
～
香
り
の
講
習
会
～

　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
で
は
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ポ
プ
リ
入
り
ク

ッ
シ
ョ
ン
作
り
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
ク
ッ
シ
ョ
ン

作
り
の
ほ
か
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ

ー
を
飲
み
な
が
ら
ラ
ベ
ン
ダ

ー
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。
簡
単
な
裁
縫
で

す
の
で
、
午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
ゆ
っ
く
り
と
お

過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
１
月
30
日
（
土
）
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
　
２
階
工
房

■
会
　
費
　
２
０
０
０
円
　
　
　
■
定
　
員
　
30
名

■
内
　
容
　
48
㎝
×
48
㎝
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
製
作

　
　
　
　
　
（
カ
バ
ー
は
紫
系
の
小
花
柄
で
す
。
）

●
問
合
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
　
℡
72
‐
３
０
８
２



広
報
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河
口
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２１

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
合
同
企
業
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
　
参
加
者
募
集

　
町
の
仲
間
た
ち
で
大
豆
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
無
農
薬
無
化
学
肥
料
で
育
て
て
み
ま
し
た
。
こ
う
じ

も
地
元
産
、
歴
史
あ
る
蔵
元
の
貴
重
な
麹
で
す
。
是
非
、
遊

び
に
来
て
下
さ
い
。

■
日
時
と
内
容
　

　
　
２
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
～
（
4
～
5
時
間
）

　
　
　
・
大
豆
を
煮
て
い
ま
す
。
７

　
　
２
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～

　
　
　
・
み
そ
づ
く
り
（
麹
、
大
豆
、
塩
を
あ
わ
せ
て
い
き
ま
す
）

■
場
　
所
　
西
湖
い
や
し
の
里
内
　
特
設
会
場

●
問
合
先
　
水
越
　
℡
（
76
‐
５
５
６
１
）

　
～
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
障
害
者
と
ふ
れ
あ
お
う
～

■
日
　
時
　
１
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
～
12
時

■
場
　
所
　
さ
く
や
ホ
ー
ル
（
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

■
内
　
容
　
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
体
験

　
　
　
　
　
（
全
国
大
会
も
あ
る
競
技
で
す
）

■
会
　
費
　
無
料
　

●
申
込
・
問
合
先
　
ス
イ
ー
ト
ベ
リ
ー
勝
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
６
６
８
２

※
競
技
終
了
後
、
ス
イ
ー
ト
ベ
リ
ー
勝
山
で
餅
つ
き
を
し

て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
に
関
心
の
あ

る
成
人
を
対
象
に
平
成
22
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
い
た
し
ま
す
。
国
有
林
の
広
報
誌
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
を
定
期
的
に
送
付
さ
せ
て
頂
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

い
た
だ
く
ほ
か
、
国
有
林
の
管
理
経
営
に
対
す
る
意
見
や

提
言
を
お
伺
い
し
ま
す
。

■
募
集
資
格
　
関
東
森
林
管
理
局
管
内
に
居
住
の
成
人

　
（
国
及
び
地
方
の
議
会
議
員
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
並

　
び
に
過
去
に
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
が
あ
る
方
な
ど
を
除

　
き
ま
す
。
）

■
募
集
人
員
　
70
名
　
■
募
集
締
切
　
２
月
19
日
ま
で

■
依
頼
期
間
　
平
成
22
年
４
月
～
平
成
23
年
３
月

■
応
募
方
法
　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ-

m
a
i

で
、
氏
名
、
性

　
別
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
職
業
、
住
所
、
電
話
番
号
、
モ
ニ

　
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応
募
の
理
由
を
記
載
し
て

　
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
概
要
、
募
集
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
送
付
・
問
合
先
　
関
東
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
内

　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
者

　
　
〒3

7
1
-
8
5
0
8

群
馬
県
前
橋
市
岩
神
町
4-

16-

25

　
　
　
℡
0
2
7-

2
1
0-

1
1
5
0
　

　
　
　F

A
X

0
2
7-

2
1
0-

1
1
5
4

　
　
Ｅ
‐ma

i
l
:
 
k
a
n
t
o
_
k
i
k
a
k
u
@
r
i
n
y
a
.
m
a
f
f
.
g
o
.
j
p

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島
、

ヨ
ロ
ン
島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
全

国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
共
同
生
活
や
自
然
体
験
を

通
し
て
、
友
達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
や
外
国

人
小
学
生
と
活
動
を
共
に
し
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る

第
一
歩
と
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
程
　
３
月
27
日
～
４
月
２
日
（
６
泊
７
日
）

■
内
　
容
　
海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
、
ハ
ー
レ
ー
船
大
会
、

　
　
　
　
　
サ
ト
ウ
キ
ビ
狩
り
、
洞
窟
探
検
な
ど
。

■
場
　
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
島

■
対
象
・
参
加
費
　
小
２
～
６
年
　
3
0
0
名

■
締
　
切
　
３
月
６
日
（
土
）
申
込
先
着
順

●
問
合
先
　
文
部
科
学
省
所
管
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
℡
03-

6
4
5
9-

4
6
6
1
　

　
　
　
　
　U

R
L

　w
w
w
.
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

【
在
職
者
訓
練
】　
　
　
　
　
　
　
　

＝
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
４
日
～
６
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

＝
ワ
ー
ド
応
用
講
座
＝

■
日
　
程
　
３
月
15
日
～
６
日
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
定
　
員
　
20
名
　
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

＝
国
内
旅
行
業
取
扱
管
理
者
試
験
講
座

■
日
　
程
　
３
月
17
日
～
３
日
間

　
　
　
　
　
３
月
24
日
～
３
日
間

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　

■
定
　
員
　
10
名
　
　
■
受
講
料
　
各
４
８
０
０
円

■
場
　
所
　
産
業
技
術
短
期
大
学
校
（
甲
州
市
塩
山
）

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２

■
日
　
時
　
２
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
　
所
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

■
内
　
容
　
個
別
面
談
方
式
に
よ
る
企
業
紹
介

■
対
象
者
　
富
士
北
麓
の
企
業
で
の
就
労
に
関
心
の
あ

　
　
　
　
　
る
学
生(

平
成
23
年
春
、
大
学
・
短
大
・
専
修

学
　
　
　
　
　
校
を
卒
業
予
定
の
方
。
高
校
卒
業
予
定
者

を
　
　
　
　
　
除
く)

及
び
社
会
人

■
参
加
費
　
無
料(

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
下
さ
い)

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
市
役
所
商
工
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
23
‐
７
０
５
３

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

参加予定企業（順不同）

シチズンセイミツ（株）富士吉田キユーピー（株）

（株）牧野フライス製作所　クレイン農業協同組

合　（株）エスエスワイ　シチズン電子（株）　　

（株）セルバ　山梨信用金庫　（株）富士急ハイラ

ンド　富士急行（株）　（株）ユニ・テクノロジー 

（株）いちやまマート　中央観光（株）　ホテル鐘

山苑　富士山仙水（株）　都留信用組合　

ハイランドリゾート（株）　（株）加藤電器製作所

（株）富士情報　ティアックマニュファクチャリ

ングソリューションズ（株）富士吉田事業所　

（株）カナエフーズ　（株）文理学院　甲斐ゼミナ

ール　ホンダ自動車販売（株）　芙蓉建設（株）　

浅間合成（株）　富士吉田市役所　富士吉田市立

病院（助産師・看護師）

「
社
会
福
祉
法
人
ア
ド
バ
ン
ス
地
域
交
流
事
業
」

み
そ
づ
く
り
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
に
つ
い
て
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「
御
坂
峠
と
旧
国
道
八
号
線
」（
現
国
道
一
三
七
号
線
）

　
甲
府
盆
地
と
富
士
山
麓
の
狭
間
に
は
御
坂
山
地
が
あ
り
、
旧
国
道
八
号
線
・

現
一
三
七
号
線
が
存
在
し
ま
す
。
御
坂
山
地
は
そ
の
昔
は
海
底
で
し
た
が
、
地

盤
の
隆
起
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
鎌
倉
街

道
の
沿
道
や
道
路
工
事
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
時
に
多
く
の
魚
介
類
の
化
石
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
御
坂
山
地
は
富
士
五
湖
の
一
つ
河
口
湖
の
北
側
に
迫
っ
て
い

る
山
々
で
す
。
三
ッ
峠
や
黒
岳
ま
た
十
二
ヶ
岳
が
あ
り
、
登
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
で
よ
く
知
ら
れ
、
三
ッ
峠
は
初
心
者
の
た
め
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

練
習
場
所
に
な
っ
て
い
る
屏
風
岩
が
あ
り
ま
す
。
富
士
山
の
眺
め
も
す
ば
ら
し

い
も
の
で
す
。

　
こ
の
山
地
を
境
に
北
側
は
国
中
と
い
わ
れ
、
県
庁
所
在
地
の
甲
府
盆
地
で
南

側
は
郡
内
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
前
ま
で
は
郡
内
は
貧
村
の
多
い
集
落

で
、
国
中
の
子
ど
も
た
ち
は
、
泣
い
た
り
、
大
人
た
ち
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

と
郡
内
へ
う
っ
ち
ゃ
る
（
捨
て
る
）
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
郡
内
は
米
も
取
れ

ず
、
唄
に
『
私
甲
州
郡
内
育
ち
米
の
成
る
木
を
ま
だ
知
ら
ぬ
』
と
歌
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
現
小
学
校
の
教
材
に
藁
を
持
っ
て
き
て
「
こ
れ
は
な
ん
で
す
か
？
」
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
米
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を
「
草
履
や
草
鞋
を
作

る
草
で
す
。
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
国
中
と
郡
内
の
文
化
や
経
済
の
差
は
著
し

い
も
の
で
し
た
。
初
め
て
郡
内
よ
り
御
坂
峠
に
登
っ
た
村
人
は
、
眼
下
に
広
が

る
甲
府
盆
地
を
見
渡
し
て
「
お
お
、
唐
天
竺
が
見
え
る
ぞ
」
と
絶
叫
し
た
と
い
う

笑
え
ぬ
昔
話
も
あ
り
ま
す
。

　
国
中
と
郡
内
の
経
済
と
文
化
の
差
を
な
く
す
に
は
御
坂
峠
に
ト
ン
ネ
ル
を

作
り
、
国
中
と
郡
内
を
通
じ
る
道
路
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
郡
内

船
津
村
の
農
家
の
長
男
に
生
ま
れ
た
渡
辺
文
平
は
長
じ
て
医
者
の
身
を
立
て

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
郡
内
の
発
展
は
観
光
と
産
業
に
あ
る
と
先
を
見
通
し
、
ト

ン
ネ
ル
工
事
を
決
意
し
ま
す
。
村
長
に
推
薦
さ
れ
、
そ
の
後
県
議
会
議
員
を
務

め
、
こ
れ
こ
そ
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
県
議
会
へ
国
道
八
号
線
工
事
を

議
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ま
す
。
県
議
会
で
は
、
賛
否
両
論
で
し
た
が
、
議
長
の
職

権
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
時
の
政
友
会
は
こ
の
工
事
よ
り
甲
州
街
道
の

改
修
が
先
と
し
て
憲
政
会
と
激
し
く
対
立
し
て
い
ま
し
た
。
政
友
会
に
あ
っ
た

渡
辺
文
平
は
、
遂
に
党
派
を
超
え
て
憲
政
会
に
入
り
、
八
号
線
工
事
を
通
し
た

の
で
す
。

　
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
、
東
京
の
失
業
者
救
済
事
業
を
か
ね
て
世
紀
の
大
土

木
工
事
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
木
工
事
の
土
工
は
昼
間
仕
事
を
終
っ
た
時
や
休
日

に
は
日
頃
の
労
を
癒
す
た
め
に
良
く
酒
を
飲
ん
で
歌
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
唄
の
中
に
は
、
酋
長
の
娘
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
私
の
ラ
ブ
さ
ん
酋
長
の
娘
　
色
は
黒
く
も
南
洋
じ
ゃ
美
人
　
踊
れ
踊
れ

　
踊
ら
ぬ
者
に
は
誰
が
お
嫁
に
い
く
も
の
か
　
赤
道
直
下
　
マ
ア
シ
ャ
ル
群

島
　
椰
子
の
葉
影
で
テ
ク
テ
ク
踊
る

　
ま
た
船
頭
小
唄
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
俺
は
河
原
の
枯
れ
ス
ス
キ
　
同
じ
お
前
も
枯
れ
ス
ス
キ
　
ど
う
せ
こ
の

世
は
二
人
と
も
　
花
の
咲
か
な
い
　
枯
れ
ス
ス
キ

　
最
後
に
工
事
の
概
要
と
渡
辺
文
平
翁
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

　旧
御
坂
ト
ン
ネ
ル
（
御
坂
隧
道
）
　

　
ト
ン
ネ
ル
延
長
三
九
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
　

総
工
費
八
十
四
万
円
余
り
　
延
べ
人
員
　
三

十
六
万
人
　
起
工
　
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

　
完
成
　
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）　
工
期（
延

べ
日
数
）
約
四
〇
〇
日

※
御
坂
隧
道
は
貴
重
な
近
代
化
遺
産
と
し
て

平
成
十
年
一
月
八
日
、国
登
録
有
形
文
化
財（
建

造
物
）
と
な
り
ま
し
た
。
　

渡
辺
文
平
翁

　
河
口
湖
畔
小
曲
ト
ン
ネ
ル
入
口
（
船
津
側
）
に
故
渡
辺
文
平
翁
頌
徳
碑
誌
名

が
あ
り
ま
す
。

　
渡
辺
文
平
翁
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
八
月
九
日
南
都
留
郡
船
津
村
（
現

富
士
河
口
湖
町
船
津
）
一
五
一
番
地
で
生
ま
れ
（
生
誕
地
に
は
碑
が
あ
る
）
、
勤

勉
好
学
の
人
と
な
り
で
し
た
。
甲
府
中
学
校
卒
業
後
、
千
葉
医
専
で
療
養
及
び

学
術
を
修
め
郷
里
に
帰
り
開
業
し
ま
し
た
。
の
ち
に
推
さ
れ
て
村
長
に
な
り
、

県
議
会
議
員
と
な
り
ま
す
。
御
大
典
記
念
と
国
道
八
号
線
改
修
工
事
を
議
題
に

あ
げ
、
遂
に
実
現
を
み
ま
し
た
。

　
翁
は
生
命
・
財
産
を
賭
し
て
こ
れ
に
没
頭
し
、
大
願
は
幸
に
成
就
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
工
事
は
北
麓
及
び
峡
中
の
交
通
・
運
輸
・
文
化
・
観
光
・
農
耕
等
に
無
量

の
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
七
日
六
十
歳

に
満
た
ず
し
て
病
気
の
た
め
に
逝
去
し
た
。
当
時
の
河
口
湖
町
当
局
及
び
有
志

等
は
翁
の
高
徳
を
讃
え
て
そ
の
冥
福
を
祈
る
た
め
冒
動
の
碑
を
建
立
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
特
別
寄
稿
　
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
　
小
佐
野
卓
蔵
）

わ
ら

ぞ
う
　
り

て
ん
じ
く

ず
い

し
ゅ
う
ち
ょ
う

わ
ら
　
じ

かけがえのない、貴重な文化財を
　　　　火災から守りましょう。 　生涯学習課1月２６日は第５６回　文化財防火デーです。
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

「いやしの里のお正月」「いやしの里のお正月」「いやしの里のお正月」
西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所ＴＥＬ；２０－４６７７　 URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

草木染体験教室 小正月の風景

工芸館企画展の今後の予定

シルクスカーフに大石地区で栽培された茜草で
オリジナルスカーフを染めましょう。
シルクスカーフに大石地区で栽培された茜草で
オリジナルスカーフを染めましょう。

　小正月には「だんごばら」を作り、

「五穀豊穣」を願いながら飾り付けを

行います。

　また、コマや羽根つきなど懐かしい

遊びも用意。子どもだけでなく、大人

も童心にかえって楽しんでみてはい

かがでしょうか？

※４月以降も引き続き

企画展を行います。

　どうぞお楽しみに･･･。

てびねりでお雛様を作りましょう。
２種類のお雛様が選べます。
約１ヶ月後、発送（着払い）いたします。

西湖いやしの里根場は、おかげさまで３周年を迎えました。
また、茅葺民家の建設工事も合計２０棟で完了し、平成２２年
４月１日からの“リニューアルオープン”により料金変更を致
します。
　ご迷惑をお掛け致しますが、宜しくお願い致します。

たくさんのご応募ありがとうございました。
受賞作品をはじめ、応募作品は平成２２年１月１日から１ヵ月間、くつろぎの館にて展示いたします。
いずれもここ「いやしの里」の風景です。実際の風景と見比べてみてはいかがでしょうか･･･。

お雛様を作りましょう！ 料金変更のお知らせ

第６回 いやしの里 写真コンテストの受賞者が決定しました！

期間；２月６日（土）～２月２８日（日）

会場；土の館　富士炉漫窯

時間；３０分～

料金；町民特別価格　

　　 ２，０００円

予約・問合せ：０８０(５０２４)５７３５

　　　　　　　　　（まえだ）

期　間；２月１０日（水）午前１０時から正午まで
会　場；くつろぎの館
持ち物；無し
料　金；３，０００円
予約・問合せ；
　　  大石紬と布の館
　　  ０５５５(２５)６１３１

期　間；２月１０日（水）午前１０時から正午まで
会　場；くつろぎの館
持ち物；無し
料　金；３，０００円
予約・問合せ；
　　  大石紬と布の館
　　  ０５５５(２５)６１３１

金賞『光浮ライトアップ』
　　富士市　　望月　尚一

銀賞『富士より高く』
　　横浜市　　小池　測

富士河口湖町長賞『晩秋の休日』
　　横須賀市　中川　雅之

紙の館逆手山房賞『里山の秋Ⅰ』
　　市川市　　茂木　和子

金賞『光輝』
　　富士市　　　望月　尚一

銀賞『霧雨も楽し』
　　横浜市　　　今井　理一

富士河口湖町長賞『秋彩の詩』
　　横浜市　　　小池　測

紙の館逆手山房賞『柿季候』
　　川崎市　　　上野　昌孝

工芸館では、山梨県内で活躍する工芸家たちの短期作品展を行っています。

冬 の 虹

平成２２年１月１５日(金)

～１月３１日(日)

～陶芸・ガラス・金工 三人展～

斎藤ゆう・美樹　米山久志

新しくて懐かしい

平成２２年２月３日(水)

～２月２８日(日)

～陶芸と藍染 二人展～

米山久志・のぶ子

早春のカタチ展

平成２２年３月３日(水)

～３月２２日(月)

～ガラスと金工展 二人展～

斎藤ゆう・美樹

※（　）内は２０名以上の団体料金
　 町民の皆様は無料でご入場できます。

大　　人

小中学生

駐車料金

２００円 →
→
→

１００円

有  料

３５０円(３００円)

１５０円(１００円)

無  料

現在 平成２２年４月１日より

和紙プリントの部 一般プリントの部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

グランプリ

『秋麗らか』

静岡市　　早川　徹

グランプリ

『緑にかこまれて』

さいたま市　曽根　由香


